
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７月 給食だより 令和６年度 

春日部市学校給食センター 

ジメジメした梅雨がまもなく終わり、本格的な夏がやってきます。熱中症になりやすい季節ですので、

栄養と休養をしっかりとり、こまめに水分補給をしましょう。夏が旬の野菜には水分やビタミン類が多く

含まれています。汗で失われた水分を補ってくれたり、暑くほてった体を冷やしてくれたりします。 

食卓に上手に取れ入れましょう。 

 

２日、４日、８日、１０日、１１日、１７日:【地場産野菜のきゅうり、なすを使った献立】 

 地元庄和地域で生産されたきゅうり、なすを使用する計画です。これらの夏野菜は、サラダなどの和え物や 

みそ汁に使用します。夏野菜と地元の生産者さんのパワーをいただき、元気に暑い夏をのりきりましょう。 

 

５日：【七夕献立】 
7 月 7 日の「七夕」にちなんだ献立です。星形のコロッケ、七夕スープ、七夕をイメージしたゼリーの組み 

合わせです。七夕スープは、切り口が星形で旬の野菜のオクラを使ったり、フォーを使って天の川に見立てた 

りして考えました。日本の伝統行事の「七夕」を、受け継いでいきましょう。 

 クラスの食缶に１つ、星型にんじん（ラッキーにんじん）が入っています。誰にあたるでしょうか。 

お楽しみに…。 

 

～７月の献立目標～ 「夏野菜をたくさん食べよう」 

 

      脱水症・熱中症の予防 

夏は気温とともに体温が上昇します。 

体は体温を下げるために、汗をかきます。 

汗には水分だけでなく、塩分も含まれており、この両方が失われることで 

脱水症になります。 

体内の水分や塩分のバランス崩れ、体温調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、倦怠感、け

いれんや意識障害などの症状を起こすのが熱中症です。 

 熱中症は真夏の炎天下だけでなく、くもりの日や夜間、室内でも起こる可能性があります。 

どんな時、どんな場所でも注意が必要です。脱水症や熱中症を予防するには、日ごろからこまめな

水分補給を心がけ、水だけでなく塩分も補給しましょう。 

 水分と塩分が、同時に補給できるスポーツドリンクなどを、うまく利用し 

てください。ただし、スポーツドリンクの飲みすぎは、注意しないと塩分と 

糖分の過剰摂取につながりますので、気をつけましょう。 

  七夕は、中国の古い伝説からきているといわれて 

います。昔、機織りの上手な織姫と、牛飼いの牽牛が結 

婚し、仲が良すぎて仕事を怠けるようになり、天の川の 

両岸に離されてしまったといいます。 

現代の七夕は、五色の短冊に願いごとを書いて笹に飾 

ります。七夕には、夏の野菜を供えたり、そうめんを食 

べたりします。 


